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間
川
筋

婦
　
人
　
学
　
級
　
が
　
開
　
か
　
れ
　
ま
　
す

・
同
　
和
　
問

教
書
委
員
会
主
催
で
、
昭
和
五
十
九
年
度

の
婦
人
学
級
が
関
か
れ
ま
す
。
多
数
の
奮
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
主
　
旨
　
健
康
で
明
る
い
豊
か
な
暮
ら
し

老
身
に
つ
け
、
変
動
す
る
社
会

に
対
応
す
る
婦
人
の
養
成
を
め

ざす。
昭
和
弱
年
1
1
月
～
0
0
年
3
月

月
二
回
十
回
コ
ー
ス
（
木
砲
口
）

9
時
5
0
分
～
ュ
2
時

▽
場
所
英
公
民
館

▽
定
　
員
約
5
0
名

▽
内
　
容

・
暮
ら
し
に
関
す
る
こ
と
。

・
聾
問
題
、
経
済
に
関
す
る
こ
と
。

・
医
学
、
健
康
に
関
す
る
こ
と
。

・
趣
味
に
関
す
る
こ
と
。

▽
申
込
締
切
　
Ⅱ
月
2
日
（
金
）
ま
で

▽
申
込
先
教
書
要
員
会
社
会
教
育
課

＄
（
2
9
3
）
ュ
3
5
5

私
た
ち
は
、
こ
の
間
櫨
に
つ
い
て
、

も
う
一
度
、
原
点
に
か
え
っ
て
考
え
て

小
さ
た
い
と
思
い
ま
す
。

少

年

武

道

大

会

が

開

か

れ

ま

す

▽
期
日
昭
和
的
隼
田
月
⊥
8
日
（
白
）
　
　
。
空
手
浅
木
小
学
校

▽
種
目
と
開
催
時
間
、
場
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
0
時
～

。
柔
道
遠
賀
南
中
学
校
　
　
　
　
　
▽
主
催
遠
賀
町
体
育
協
会

9
時
0
0
分
～

。
剣
道
　
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

0
0
時
～

遠
賀
町
案
・
剣
・
空
連
盟

遠
賀
町
警
委
員
会

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
が
開
か
れ
ま
す

秋
季
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
が
開
か
れ
ま

す
。
多
数
の
寮
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◎
マ
マ
の
部
（
n
月
）

▽
日
時
と
場
所

・
毎
週
火
同
日
・
金
隠
田
　
勤
労
者
体
育

セ
ン
タ
ー

o
毎
週
木
田
日
高
中
学
校
体
書
館

い
ず
れ
も
ュ
9
時
5
0
分
～
2
1
時
5
0
分
ま
で

◎
少
女
の
郭
（
Ⅱ
月
）

▽
日
時
と
塑
肌

・
毎
週
火
砲
目
　
白
門
小
学
校
・
浅
木
小

学
磐
犀
書
館

い
ず
れ
も
1
7
時
5
0
分
～
ュ
9
時
5
0
分

▽
主
　
催
　
遠
賀
町
教
墓
貴
会

▽
主
　
管
遠
賀
町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟

竺
‥
ふ
∴
∴
∴
∴
∴
た
ど
く
　
　
の

日
本
政
府
が
同
和
対
策
に
乗
り
出
し
た
の

は
、
昭
和
二
十
八
年
が
は
じ
め
て
と
い
わ
れ

ま
す
が
、
同
和
問
題
に
取
り
組
む
た
め
の
基

杢
方
策
を
う
ち
た
で
る
た
め
に
、
昭
和
三
十

さ
：
リ
　
ム
∴
∴
∴
∴
・
二
で
●
〇
人

五
年
七
月
に
総
理
府
の
中
に
付
属
機
関
と
し

，
　
●
た
い
き
く
し
ん
‘
か
い
　
‘
l
つ
書
く
　
　
　
　
　
か
く
L
e
け
い

て
同
和
対
策
審
護
会
を
発
足
さ
せ
、
学
職
撞

け
A
L
や
　
’
ん
ど
う
だ
ん
た
い
　
せ
い
ひ
■
う
」
や
∴
∴
∴
∴
∴
〔
え
巾

験
者
・
運
動
団
体
の
代
表
者
政
府
の
関
係

か
く
L
t
つ
∴
じ
ー
o
…
し
サ

各
省
の
事
務
次
官
な
ど
の
う
ち
か
ら
、
十
九

い
“
丁
へ
∴
・
え
ら
∴
∴
に
で
芸

人
の
委
員
を
選
び
任
命
し
た
の
で
す
。

そ
し
て
、
三
十
六
年
十
二
月
、
当
時
の
池

だ
－
丁
’
〔
′
傭
い
じ
÷
　
　
　
　
　
　
　
し
ん
‘
÷
け
い
∴
・
嶋

田
総
理
大
臣
か
ら
こ
の
審
議
会
に
対
し
て
、

「
同
和
問
題
を
解
決
す
る
に
は
、
ど
の
よ

う
に
す
れ
ば
よ
い
か
一

と
、
た
ず
ね
ら
れ
た
の
で
す
。

こ
れ
を
う
け
て
、
審
議
会
は
四
年
近
く
の

さ
い
〃
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
う
か
い
　
　
よ
か
い
　
　
L
t
’
い
い
人
か
“

歳
月
を
か
け
て
、
総
会
・
部
会
・
小
委
員
会

せ
ん
一
）
ひ
で
く
　
　
　
　
　
　
　
　
か
い
一
」
’
∴
∴
M
三

な
ど
、
前
後
百
八
十
四
回
の
会
合
を
開
い
て

慎
重
に
審
議
し
、
昭
和
四
十
年
八
月
、
そ
の

a
と
う
L
e
L
よ
り
　
　
　
　
　
　
　
と
う
し
ん

こ
ろ
の
佐
藤
首
相
に
対
し
て
答
申
し
ま
し
た
。

こ
う
し
て
同
和
対
策
審
議
会
答
申
（
略
し

と
り
た
い
し
▲
と
う
し
み

て
問
対
審
答
申
）
が
で
き
た
の
で
す
。

さ
て
、
こ
の
同
対
審
答
申
に
よ
り
ま
す
と

同
和
問
題
と
は
、

「
わ
れ
わ
れ
に
一
葉
切
な
、
人
間
の
醜

題

　

と

　

は

霊
∵
∴
実
子
．
事

由
と
平
等
に
関
す
る
問
題
で
あ
っ
て
、
基

調
人
で
き
じ
▲
け
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
展
い

本
的
人
権
は
か
か
わ
る
課
題
で
あ
る
い

と
、
の
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
こ
の
問
題
は
、
　
は
っ
て
I

「
日
本
の
社
会
が
今
日
ま
で
発
展
し
て
き

た
歴
史
の
あ
ゆ
み
の
な
か
で
、
〝
つ
く
り
出

鼻
　
軍
人
せ
い
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
一
へ
つ

さ
れ
た
身
分
制
度
〟
は
よ
る
差
別
に
よ
っ

て
、
日
本
国
民
の
中
の
一
部
の
人
び
と
が
、

け
“
き
い
て
O
 
L
や
か
い
て
e
　
　
せ
い
か
つ

経
済
的
・
社
会
的
な
生
活
の
上
か
ら
も
、

ま
た
文
化
の
面
か
ら
も
、
き
わ
め
で
低
い

恵
ま
れ
な
い
状
態
に
お
か
れ
、
い
ま
だ
に

し
ん
が
い
　
　
　
　
　
時
入
り
　
　
　
　
　
　
　
か
人
を
▲

人
権
が
侵
害
さ
れ
、
権
利
と
自
由
が
完
全

に
保
障
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
、
も
っ
と

も
深
刻
で
重
大
な
社
会
問
題
で
あ
る
一

と
、
い
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。

同
和
審
答
申
は
、
こ
の
よ
う
に
「
同
和
問

題
と
は
ど
ん
な
こ
と
か
」
と
い
う
こ
と
を
明

か
く
　
　
　
　
　
二
↓
　
∴
∴
∴
∴
ケ
e
さ
え
㌫
せ
ん
∴
∴
∴
∴
　
く
し

確
に
し
、
続
い
て
、
環
境
改
善
社
会
福
祉
、

き
ん
言
t
b
L
ふ
く
〃
よ
う
i
　
∴
∴
●
号
i
「
∵

産
業
・
職
柴
と
、
教
育
・
人
権
問
題
な
ど
に

つ
い
て
、
具
体
的
な
方
策
を
打
ち
出
し
て
い

ま
す
。
な
お
、

よ
ろ
く
事
へ
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
っ
よ
∴
∴
∴
∴
　
（
・
－

「
部
落
差
別
は
、
い
ま
も
根
強
く
生
き
残

っ
て
お
り
、
同
和
問
題
の
早
急
な
解
決
こ

そ
、
国
が
そ
の
責
任
と
し
て
果
た
す
べ
き

つ
と
め
で
あ
る
と
と
も
に
、
国
民
に
あ
た

え
ら
れ
た
切
実
な
課
題
で
あ
る
一

と
、
は
っ
き
り
指
摘
し
て
い
る
の
で
す
。

さ
ら
に
、
こ
の
答
申
で
は
、

「
同
和
間
優
は
、
ど
ん
な
時
代
が
こ
よ
う

と
、
ど
の
よ
う
に
社
会
が
変
化
し
ょ
う
と
ー

永
久
に
解
決
す
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
と

考
え
る
の
は
正
し
く
な
い
。
坐
す
鱗
決
で

き
る
。
ま
た
、
「
ね
た
子
を
亨
」
す
な
」

式
の
考
え
で
、
こ
の
問
題
は
、
こ
の
ま
ま

そ
っ
と
し
て
お
け
ば
社
会
が
進
む
ほ
つ
れ

て
、
い
つ
と
は
な
く
解
消
す
る
と
主
張
す

る
こ
と
に
も
同
意
で
き
な
い
い

と
、
の
べ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
こ
の
間
和
書
答
申
を
も
っ
と

套額
し
っ
か
り
勉
強
し
て
同
和
問
題
に
対
す
る
基

し
せ
い
∴
∴
h
く
り
つ
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老
人
憩
の
家

利

用

時

問

を

変

更

し

ま

す

憩
の
家
の
利
用
時
間
が
、
十
一
月
一
日
か

ら
来
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
午
前
十
時
か
ら

午
後
四
時
ま
で
と
な
り
ま
す
。

胸
ケ
缶
萱
や

身
‥
は
e

バ
ズ
ハ
イ
ク

駒
ヶ
岳
（
山
口
県
）
は
、
標
高
こ
そ
二
五

〇
㍍
と
低
い
で
す
が
、
高
度
差
七
〇
㍍
の
花

崗
岩
壁
を
も
ち
、
北
九
州
、
山
口
地
方
に
お

け
る
ロ
ッ
ク
・
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
ゲ
レ
ン
デ

と
し
て
名
高
か
く
、
ま
た
頂
上
か
ら
の
展
望

は
す
ぼ
ら
し
い
も
の
で
す
。

な
お
、
帰
り
は
湯
田
温
泉
三
湯
浴
び
る

予
定
で
す
。

▽
主
　
催
　
遠
賀
山
友
会

▽
日
　
時
昭
和
5
0
毎
Ⅱ
月
Ⅱ
日
（
日
）

7
時
4
5
分
遠
賀
川
駅
前
集
合
（

雨
天
決
行
）
1
8
時
帰
着
予
定

▽
会
安
　
大
人
三
千
九
百
円

孟
些
事
二
百
円

▽
申
込
先
中
央
加
墨
田

＄
（
2
9
3
）
3
6
5
．
9

遠
賀
山
友
会
で
は
、
ハ
イ
キ
ン
グ
や
登
山

の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
こ
相

談
く
だ
さ
い
。

香
　
典
　
返
　
し

次
の
方
々
か
ら
、
遠
賀
町
社
会
福
粧
協
議

会
に
こ
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

心
か
ら
故
人
の
こ
宮
福
を
お
祈
り
し
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

故
高
崎
　
ヤ
ス
ノ
様

（
木
守
）
露
弘
幸
様

故
舛
添
　
書
壮
様

（
若
∴
松
）
舛
添
　
八
郎
様

故
野
村
　
i
硲
夫
様

（
尾
　
崎
）
野
村
∴
“
環
様

故
永
田
ト
キ
ワ
様

（
今
古
賀
）
永
田
　
明
様

遠
賀
・
中
間
地
域
広
域
行
政

事
務
組
合

職
員
採
用
試
験
の
案
内

▽
採
用
職
名
　
作
業
員
（
当
組
合
ゴ
ミ
処
理

施
設
に
勤
務
し
、
ゴ
ミ
焼
却
等

業
務
に
従
誌
）

▽
採
用
人
員
　
男
子
一
名

▽
受
付
期
間
　
昭
和
的
年
1
1
月
2
1
日
～
5
0
日

▽
試
験
日
　
1
2
月
1
0
日
の
予
定

▽
受
験
資
格
　
蔑
卒
業
以
上
で
昭
和
塊
年

ュ
0
月
1
日
か
ら
昭
和
0
0
年
9
月

0
0
日
生
の
者

詳
細
に
つ
い
て
は
、
遠
賀
町
極
ノ
本
　
遠

賀
・
串
間
地
域
広
域
行
政
啓
務
組
合
総
務
課

庶
務
係
　
℡
（
2
9
3
）
3
5
8
1
へ
ど
う
ぞ

地
区
公
民
館
運
営
委
員

研
修
会
を
開
き
ま
す

▽
日
　
時
　
昭
和
5
0
年
日
月
2
日
（
金
）

1
9
時
－
2
1
時

▽
場
　
所
　
中
央
公
民
館

▽
内
　
容

「
公
民
館
運
営
と
運
営
委
員
の
役
割
L

I
コ
ミ
ュ
一
二
フ
ィ
ー
づ
く
り
を
め
ざ
す

にはー

▽
請
師
大
野
城
市
社
会
福
祉
協
賎
全

軍
薪
局
長
　
岡
崎
隆
三
先
生

年
賀
ハ
ガ
キ

発
売
は
日
月
5
日
か
ら

。
四
十
円
…
一
誼

。
四
十
五
円
二
二
理
（
四
十
二
円
＋
寄
附
金

三円）怠
轡

「
押
掛
結
」

一
　
　
戸
縛
り
を
　
　
　
　
ー

「
は
惇
は
は
は
上

防
犯
お
ん
が
が
わ

佳
作
に
入
賞

先
日
行
わ
れ
た
派
出
所
、
駐
在
所
広
報
紙

コ
ン
ク
ー
ル
で
遠
賀
川
派
出
所
発
行
の
「
防

犯
お
ん
が
か
わ
」
が
福
岡
県
下
の
応
募
総
数

三
四
紙
か
ら
優
良
二
十
四
紙
の
串
に
選
ば

れ
、
佳
作
に
入
賞
し
ま
し
た
。
か
わ
い
い
絵

宅
間
潔
な
裏
革
で
お
な
じ
み
の
ユ
一
丁
ク
な

げ
報
紙
で
す
。
今
後
の
発
展
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

↑
入
費
作
品

貴
誌関

田
．●高

雄
点
者
潮
位
i

園
田

小
中
学
校
講
師
を

募

果

し

ま

す

小
・
中
学
校
に
お
い
て
出
産
な
ど
に
よ
り

代
替
者
を
採
用
す
る
た
め
就
晴
着
募
楽
し
ま

ず。

。
年
令
性
別
は
問
い
ま
せ
ん

・
小
・
中
学
校
免
許
状
所
有
者

詳
細
に
つ
い
て
は
遠
賀
町
数
萎
員
会
、

ま
た
は
県
教
育
庁
北
九
州
教
育
連
詩
所
学
校

教
育
課
　
衝
0
9
4
9
2
（
5
）
1
2
0
0

へ
ど
う
ぞ
。

な
お
、
申
込
締
切
は
十
二
月
末
日
ま
で
で

翻
圏
閣
圏
膠
V

河
申
　
請
書
選

夕
づ
き
て
影
を
お
と
せ
る
無
人
駅
通
過
路
線

に
コ
ス
モ
ス
咲
け
り
　
　
　
久
野
き
よ
の

ひ
さ
ひ
さ
に
会
い
た
る
友
と
の
語
ら
い
も
尽

き
ざ
る
ま
ま
に
駅
に
降
り
た
つ

福
田
か
め
の

出
征
の
兄
見
送
り
し
日
の
こ
と
を
偲
び
つ
つ

立
つ
駅
の
ホ
ー
ム
に
　
　
　
大
場
と
し
み

昨
今
は
男
女
の
見
分
け
も
つ
け
が
た
く
駅
の

ホ
ー
ム
に
今
日
も
戸
惑
う
　
織
田
ち
か
え

改
札
員
が
乗
降
客
に
あ
い
さ
つ
す
心
な
こ
み

て
駅
を
出
で
ゆ
く
　
　
　
井
口
　
絹
子
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松ノ木（今古賀789番地の43）　遠賀Iii（今古賀103番地の8）

太田　一貴くん　　　　牧迫　幸子ちゃん

（澄登憩さんの欄）　（薄手さんの長女）
昭和50年12月2日生　　言

私のチャームポイントは、大…

きなお日々と小さなお口。誰IC書

でもい－いお顔をして愛嬢をふき

りまいています。お兄ちゃん2　吾

人のナイト晴られて、毎日元書

誌響結語諒…、…博享

昭和59年2月23日生

ボク「色黒さん」て言われる

けど、愛鯖はとってもいいんだ

よ。ハイハイだって上手なん

だ／早く歩けろようになってお

兄ちゃんと一緒に外で遊びたい

なあ。

パジャマ・ゆかだ 寝間着は病人の症状 iこよって避I孫 れた寝間着が便利。腰周りが汚れたとき も、下たけを取り替えることができます。 定式の寝間着では前がはだけやすい場合 などは、ゆったりし棄パジャマ型をoL サイズのパジャマの袖下をほどいてマテ �の（Dせの☆をiりはせせ ：：三十十三 せ肩き∴も てか が、 　着かと着が �擬 害暑 譲 � 

を人望帽棄広げたり、ズボンは脇縫い �一十言÷i∵yiJ、一子∵∵十∵＿十…．∵「　かもで⑧ 

意鷺闇罷＝＿綴彊胴囲 　　　　予は下せ �看 

良い寝間着とは、次のようなものです。 圏 ト着やすく肌さわりがよい ト肌に当たる部分（特に背中）（こ縫目 �ま �語 法 ⑦ 

ト好みに合った色柄のもの（なるべく �をう　の丸 

明るい感じて） �し　に　あ　め 

［垂三三］ ト袖口や袖幅がたつ13りしてあり、着 �需観て需謹志 向のAて間者とせ側面がき 

せ替えが便利 ト排泄やオムツの世話かしやすい ト洗濯がきく �結羅需る結語÷ 　　　　‾．o てきし袖口さのせてう 

描き辛麗縛詰狭舗 ��体こhiをかまiあ　る“が　Il のむを通らずる。マ下　＿． 
もば背つの合身柏の自れ口さ をしのか終日っご∴を手由でか出 続でしりいせろ通をの、らす ��のば、人　う 涼　し背のを　舞 岡残“手工 

零かお引日、を壬も　き痛手 ��〇着　　り　hiを∴∴∴に　　　の　う 

）4（紺関山
的⑰禽

㊨
㊨
㊨
㊨
▽
料
金
‥
擢
韓
及

イ
ン
　
フ
　
ル
エ
ン
ザ

▽
期
　
間
　
n
月
1
日
～
1
2
月
1
5
日

▽
場
　
所
　
町
内
の
医
院
（
中
間
市
、
遠
賀

郡
内
の
医
院
・
病
院
で
も
可
）

▽
時
間
各
医
院
・
病
院
の
診
療
時
間
内

▽
対
象
箸
　
3
歳
以
上
の
希
望
者

▽
接
種
方
法
一
週
間
か
ら
四
週
間
の
間
隔

び
町
県
民
税
が
均
当
割
額
以

下
の
世
帯
の
人
で
接
種
希
望

者
は
、
役
場
に
印
鑑
を
持
参

し
、
無
料
用
の
問
診
票
を
受

領
の
上
、
接
浬
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

▽
持
参
品
　
印
鑑
・
料
金

▽
そ
の
他
朗
の
体
温
を
測
っ
て
行
く
こ
と

で
金
色
菖
亨
卓
と
雪
盲
さ
き
子
6
－
宣
旨
三
号
う
ー
き
・
雪
－
昌
－
・
e
i
〇
g
－
喜
色
0
号
号



第349号（5）公⑭西

梅原病に、初期の

自覚症状はありません

11月5日一11日　糖尿病週間

▽
期
　
日
　
日
月
6
日
（
火
）

▽
時
　
間
　
9
時
0
0
分
ま
で
に
お
い
で
く
だ

さい。

▽
場
　
所
　
役
場
保
健
室

▽
対
象
者
妊
産
婦

▽
持
参
晶
　
手
帳
交
付
の
人
は
印
鑑
持
参
の

こ
と

▽
内
　
容
　
産
前
・
産
後
の
知
識

妊
婦
体
操

▽
料
金
　
無
料

古
旧
恩
口
、
一

▽
期
　
日
　
n
月
1
3
日
（
火
）

▽
時
　
間
　
9
時
0
0
分
か
ら
1
0
時
5
0
分
の
問

に
、
お
い
で
く
だ
さ
い
。

▽
場
所
役
場
保
健
室

▽
対
象
児
　
生
後
1
～
1
2
カ
月
児

▽
持
参
晶
　
母
子
手
態

▽
内
　
容
　
体
重
・
身
長
等
の
測
定

離
乳
食
等
の
相
談

▽
料
金
　
無
料

膳
尿
病
と
い
う
と
、
す
ぐ
肥
満
に
よ
る
ぜ

い
た
く
病
と
い
う
イ
メ
↓
ン
で
、
単
に
尿
に

槙
が
出
る
病
気
と
軽
く
兄
か
ら
で
す
が
、
実

際
は
、
放
っ
て
お
け
ば
生
命
に
も
か
か
わ
る

怖
い
病
気
な
の
で
す
。

い
ま
日
本
に
は
約
三
百
万
人
の
糖
尿
病
患

者
が
い
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
や
は
り
多
い
の

は
四
十
歳
以
上
の
万
で
す
が
、
最
近
は
若
い

人
に
塘
尿
病
が
増
え
て
お
り
、
二
十
五
歳
を

過
ぎ
た
ら
要
注
意
と
考
え
な
く
て
は
い
け
な

い
の
で
す
。

そ
し
て
、
女
性
の
万
に
も
増
え
て
い
ま
す

明
治
時
代
の
日
本
で
は
、
糖
尿
病
は
男
八
に

対
し
て
女
一
と
い
う
統
計
だ
っ
た
の
で
す

か
、
現
在
は
ほ
ぼ
同
じ
比
率
な
の
で
す
。

自
動
車
で
い
え
ば
エ
ン
ジ
ン

の
境
さ
つ
き
が
鶴
居
病

糖
尿
病
は
、
体
の
代
謝
に
必
要
な
イ
ン
シ

ュ
リ
ン
と
い
う
ホ
ル
モ
ン
が
不
足
し
て
起
こ

る
病
気
で
す
。

イ
ン
シ
ュ
リ
ン
は
す
い
臓
か
ら
出
る
ホ
ル

モ
ン
で
、
食
べ
物
を
体
の
中
で
棺
質
と
か
タ

ン
パ
ク
質
、
脂
質
な
ど
と
し
て
ス
ム
ー
ズ
に

利
用
す
る
と
き
に
必
要
な
も
の
で
す
。

食
べ
物
を
自
動
車
の
ガ
ソ
リ
ン
に
例
え
る

と
、
イ
ン
シ
ェ
リ
ン
は
、
ち
ょ
ろ
と
オ
イ
ル

の
役
割
り
を
果
た
し
て
い
る
の
で
す
。
こ
の

オ
イ
ル
が
不
足
し
て
、
エ
ン
ジ
ン
が
焼
き
つ

い
た
状
態
が
糖
尿
病
な
の
で
す
。

棺
尿
病
患
者
の
多
く
は
「
イ
ン
シ
ュ
リ
ン

非
依
存
型
楢
尿
病
」
で
す
が
、
も
と
も
と
生

ま
れ
つ
き
の
素
質
が
あ
り
、
こ
れ
に
肥
満
と

か
食
べ
過
ぎ
、
運
動
不
足
、
ス
ト
レ
ス
、
そ

し
て
妊
娠
な
ど
の
誘
因
が
作
用
す
る
と
、
発

病
し
や
す
い
の
で
す
。

合
併
定
が
進
む
と

死
を
招
く
こ
と
も
あ
る

昔
か
ら
糖
尿
病
の
症
状
と
し
て
知
ら
れ
て

い
る
、
の
ど
が
渇
く
、
尿
の
畳
が
多
い
、
夜

中
に
何
度
も
起
き
て
ト
イ
レ
に
行
く
と
い
う

よ
う
な
こ
と
が
起
こ
れ
ば
、
こ
れ
は
も
う
典

型
的
な
症
状
で
、
か
な
り
重
い
糖
尿
病
に
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
典
型
的
な
症
状
が
さ
ら
に
進
む
と
、

合
併
症
が
出
て
き
ま
す
。

感
染
症
（
化
膿
し
や
す
く
な
る
）
、
そ
し

て
神
経
障
害
（
足
が
し
び
れ
た
り
神
経
稲
に

な
る
）
、
さ
ら
に
進
む
と
眼
底
出
血
を
引
き

超
こ
し
、
失
明
し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
し
て

次
に
じ
ん
臓
が
や
ら
れ
尿
誌
症
で
捜
痕
（
体

が
腐
る
こ
と
）
と
な
り
死
を
招
く
ケ
ー
ス
も

珍
し
く
な
い
の
で
す
。

気
づ
い
た
と
き
に
は

藍
屋
の
こ
と
が
多
い

塘
尿
病
に
は
、
初
期
の
自
覚
症
状
が
ま
っ

た
く
あ
り
ま
せ
ん
。

十
年
間
、
自
分
が
梧
尿
病
で
あ
る
こ
と
を

知
ら
な
い
で
、
あ
る
日
突
然
に
失
明
し
て
病

気
を
知
る
こ
と
も
ま
れ
で
は
な
い
の
で
す
。

で
す
か
ら
、
こ
れ
ほ
ど
怖
い
病
気
は
な
い
と

い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

の
ど
が
渇
い
た
り
、
ト
イ
レ
へ
行
く
回
数

が
堪
え
る
こ
と
が
糖
尿
病
の
初
期
症
状
だ
と

思
っ
て
い
る
方
が
多
い
よ
う
で
す
が
、
前
に

も
述
べ
た
よ
う
に
、
そ
の
と
き
は
病
気
が
か

な
り
進
行
し
て
い
る
の
で
す
。

一
一
一
十
歳
に
な
っ
た
ら

年
に
一
回
は
検
尿
を

糖
尿
病
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
は
、
早
期

発
見
が
い
ち
ば
ん
の
方
法
な
の
で
す
。

親
や
兄
弟
に
糖
尿
病
患
者
の
い
る
方
は
、

若
い
人
で
も
年
に
二
回
は
尿
の
中
の
糖
を
調

べ
た
ほ
う
が
い
い
の
で
す
。

遺
伝
の
な
い
人
で
も
、
三
十
歳
に
な
っ
た

ら
、
年
に
一
回
は
検
尿
を
受
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。一

般
に
糖
尿
病
と
い
う
と
、
．
尿
に
糖
が

出
る
．
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
空
腹
時

に
は
尿
に
楢
が
出
な
い
と
い
う
軽
い
糖
尿
病

も
多
い
の
で
す
。

で
す
か
ら
、
検
査
の
日
は
、
朝
ご
ほ
ん
壱

た
く
さ
ん
食
べ
て
、
食
後
二
時
間
ぐ
ら
い
に

検
尿
す
る
こ
と
を
お
す
ず
め
し
ま
す
。

こ
－
つ
し
て
早
期
発
見
す
れ
ば
、
猶
が
出
た

か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
ほ
ど
騒
ぐ
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ほ
と
ん
ど
完
治
す
る
の
で
す
。

一
目
一
万
歩
で

糖
尿
病
は
遠
の
く

年
に
一
回
の
検
尿
を
怠
っ
て
、
怖
い
病
気

を
招
く
か
、
そ
れ
を
阻
止
す
る
か
、
そ
れ
は

あ
な
た
の
気
持
ち
ひ
と
つ
に
か
か
っ
て
い
る

と
い
え
ま
し
ょ
う
。

ぜ
ひ
、
実
践
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ます。そ
し
て
、
糖
尿
病
の
誘
発
原
因
と
な
る
太

り
過
ぎ
を
防
ぐ
た
め
に
、
ふ
だ
ん
か
ら
適
度

の
連
動
と
低
カ
ロ
リ
ー
で
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
食
事
を
心
か
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
わ
た
し
た
ち
は
ク
ル
マ
社
会
に
よ

る
生
活
の
西
欧
化
に
鳴
れ
す
ぎ
て
、
歩
く
こ

と
を
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し

ます。で
き
れ
ば
．
一
日
一
万
歩
．
を
実
行
し
て

く
だ
さ
い
。
き
っ
と
糖
尿
病
は
あ
な
た
の
身

の
ま
わ
り
か
ら
遠
の
い
て
い
く
で
し
ょ
う
。
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優
生
保
護
法
と
は
H

折
尾
田
中
産
婦
人
科
　
田
　
中
　
壮
　
介

⑦

擾
牽

医
師
　
優
生
保
鍍
法
の
改
正
が
近
年
諭

試
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
存
じ
で
す
か
。

主
婦
　
ハ
イ
、
知
っ
て
い
ま
す
。

医
師
　
優
生
保
護
法
と
は
大
体
ど
ん
な

法
律
で
す
か
。

主
婦
　
母
体
の
健
康
上
孟
春
を
守
り
、

一
方
で
は
民
族
の
純
血
を
守
る
た
め
、
妊
娠

の
人
工
南
緯
を
行
っ
て
よ
い
と
い
う
主
旨
で

す。
医
師
　
ソ
ウ
デ
ス
。
で
は
ど
う
い
う
と

き
に
、
こ
の
法
律
が
適
応
さ
れ
る
の
で
す

か
。
聾
に
答
え
て
く
だ
さ
い
。

主
婦
　
C
暴
行
に
よ
り
妊
娠
さ
せ
ら
れ

た
と
き
　
⇔
精
神
病
で
遺
伝
の
心
配
が
あ
る

と
き
　
e
医
学
的
理
由
　
⑪
経
済
的
理
由
の

四
つ
の
場
合
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

医
師
　
そ
の
通
り
で
す
。

0
と
臼
の
場
合
は
人
工
中
絶
を
受
け
る
の

か
当
然
で
す
ね
。

ま
た
、
㊤
の
と
き
の
よ
う
に
、
心
臓
病
、

言
臓
病
、
肝
臓
病
、
急
性
伝
染
病
な
ど
に
か

か
っ
て
い
る
と
き
は
、
い
く
ら
赤
ち
○
ん
が

欲
し
く
て
も
生
命
に
は
代
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

更
に
⑲
の
と
き
は
、
こ
れ
以
上
子
供
が
多

く
な
る
と
家
庭
の
経
済
が
苦
し
く
な
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
場
合
で
す
。

日
本
の
女
蛙
は
自
分
の
こ
と
は
顧
み
ず
、

孟
峡
と
こ
主
人
に
奉
仕
す
る
人
が
多
く
、
主

婦
の
栄
養
低
下
－
発
病
－
家
庭
の
破
滅
と
い

う
結
果
に
な
り
ま
す
。
こ
う
考
え
る
と
皆
一

応
も
っ
と
も
な
理
由
が
あ
り
、
優
生
保
護
法

は
今
の
ま
ま
で
よ
い
と
思
い
ま
す
が
、
改
正

の
火
の
手
が
上
が
る
と
す
れ
ば
何
番
で
し
ょ

うか。主
婦
　
四
番
目
の
経
済
的
理
由
で
す
。

医
師
　
な
ぜ
そ
－
つ
考
え
ま
す
か
。

主
婦
　
現
在
は
避
妊
の
方
法
は
進
ん
で

い
る
の
で
、
本
人
の
努
力
次
第
で
人
工
中
絶

は
避
け
ら
れ
る
は
ず
で
、
本
人
の
無
知
と
不

精
か
ら
培
い
幼
い
生
命
を
断
つ
こ
と
は
許
せ

な
い
と
思
い
ま
す
。

医
師
　
お
っ
し
ゃ
る
通
り
で
す
。
な
に

も
反
論
す
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
さ
き
に

私
の
結
論
を
言
つ
と
、
こ
の
法
律
は
改
正
し

て
は
い
け
な
い
の
で
す
。

人
工
中
絶
術
は
難
し
い
手
術
で
、
長
年
の

研
究
と
経
験
を
要
す
る
の
で
す
。
し
か
し
、

改
正
を
強
行
す
る
と
、
下
手
な
も
ぐ
り
の
中

絶
が
行
わ
れ
そ
の
儀
攫
者
が
多
く
な
り
ま

す
二
糞
禁
止
法
に
よ
り
赤
線
が
廃
止
さ
れ

て
か
ら
、
性
病
は
地
下
に
も
ぐ
っ
て
難
治
蛙

の
も
の
が
多
く
な
っ
た
の
と
同
じ
こ
と
に
な

る
で
し
ょ
う
。
　
　
　
　
（
つ
つ
く
）

運
動
で
老
い
を
防
ぐ

体
の
若
さ
を
保
つ
　
－
　
老
化
予

防
に
は
何
と
い
っ
て
も
運
動
が
い

ち
ば
ん
効
果
的
で
す
。

と
い
っ
て
も
、
急
に
始
め
る
の

は
感
心
で
き
・
支
せ
ん
。
自
分
で
は

二
十
代
の
こ
ろ
の
気
持
ち
と
少
し

も
変
わ
っ
て
い
な
い
つ
も
り
で
も
、

体
は
正
宙
で
す
。
無
理
を
せ
ず
に
、

年
齢
に
応
じ
た
、
し
か
も
自
分
な

り
の
運
動
方
法
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

さ
て
、
運
動
の
効
果
と
い
う
点

か
ら
す
る
と
、
一
日
や
っ
て
一
週

間
休
み
、
と
い
う
よ
う
な
運
動
は
、

あ
ま
り
役
に
た
ち
ま
せ
ん
。
一
日

三
十
分
く
ら
い
で
も
、
毎
日
続
け

ろ
こ
と
が
大
切
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
い
ち
げ
ん
気
軽
に

始
め
ら
れ
る
運
動
と
い
え
ば
、
そ

の
一
つ
に
ジ
ョ
ギ
ン
グ
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
「
三
キ
ロ
走
る
ま
で

は
絶
対
に
止
ま
ち
な
い
ゾ
」
な
ど

と
い
う
無
理
は
禁
物
。
最
初
は
急

歩
か
ら
始
め
ま
す
。
ま
ず
準
備
運

動
を
行
い
、
毎
分
七
十
五
メ
ー
ト

ル
く
ら
い
・
の
速
さ
で
歩
き
、
疲
れ

た
ら
ベ
ー
ス
を
落
と
し
、
ま
た
ベ

ー
ス
を
上
げ
る
よ
う
に
し
ま
す
。

こ
れ
が
楽
に
で
き
ろ
よ
う
に
な

っ
た
ら
、
次
に
毎
分
九
十
メ
ー
ト

ル
く
ら
い
の
速
さ
で
夢
き
ま
す
。

こ
れ
を
数
日
や
っ
で
か
ら
、
毎
分

百
二
十
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
の
ゆ
っ

く
り
し
だ
ペ
ー
ス
で
走
り
始
め
る

の
か
よ
い
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、

走
っ
て
い
て
疲
れ
て
き
た
ら
急
歩

に
変
え
、
少
し
お
さ
ま
っ
た
ら
ま

だ
走
る
、
と
い
う
〝
寛
容
さ
〟
を
忘

れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

だ
け
に
あ
る
特
殊
な
酵
素
か
ら
作

り
だ
さ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
を
助
け

る
働
き
を
す
る
の
が
ビ
タ
ミ
ン
で
、

と
く
に
8
1
、
撃
鉦
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
こ
う
い
っ

た
ビ
タ
ミ
ン
を
十
分
に
と
ろ
こ
と

が
必
要
な
の
で
す
。
（
表
参
照
）

ま
だ
、
ビ
タ
ミ
ン
B
に
は
、
神

経
細
胞
の
老
化
と
関
係
の
あ
る
過

酸
化
脂
質
を
減
ら
す
鋤
き
が
あ
る

こ
と
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
気
を
つ
け
な
く
て
は

．
ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
老
化
‥
運
動
と
栄
養
に
気
を
つ
け
る

作
戦
（
〇
四
〇

鵬
に
も
菓
義
が
必
要

脳
の
働
き
を
い
つ
ま
で
も
若
く

保
つ
に
は
、
運
動
と
並
ん
で
栄
養

の
面
で
も
十
分
な
注
意
を
払
う
必

要
が
あ
り
ま
す
。

脳
は
大
量
の
捜
索
と
エ
ネ
ル
ギ

ー
（
ぶ
ど
う
糖
）
を
使
い
ま
す
。

で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
け
十
分

に
取
っ
て
い
れ
話
頭
が
よ
く
働
く

か
と
い
う
と
、
そ
う
は
い
き
ま
せ

ん
。
ガ
高
上
ア
ミ
ノ
酪
酸
（
通
称
キ

ャ
パ
）
と
い
う
特
別
な
物
質
が
必

要
な
の
で
す
。

こ
の
キ
ャ
パ
は
、
脳
細
胞
の
中

い
け
な
い
の
が
脳
動
脈
硬
化
で
す
。

も
の
忘
れ
が
ひ
ど
く
な
る
な
ど
、

頭
の
働
き
に
悪
い
影
響
が
で
て
く

ら
こ
の
病
気
の
犯
人
は
、
主
に
中

性
脂
肪
と
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
で
す
。

ア
ル
コ
ー
ル
頬
は
中
性
脂
肪
を

増
加
さ
せ
、
動
物
性
脂
肪
や
砂
桔

そ
れ
に
甘
味
の
強
い
果
物
も
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
を
増
や
し
ま
す
。

脳
が
活
発
に
働
く
た
め
に
は
、

全
身
の
い
ろ
い
ろ
な
器
智
が
う
ま

く
桜
能
し
て
い
ろ
こ
と
が
必
要
で

す
。
適
度
の
運
動
と
、
栄
養
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
心
か
け
ま

し

ょ

う

o

∇
ビ
タ
ミ
ン
臥
＝
米
、
麦
の
雁
芽
、
大

豆
、
卵
黄
、
レ
バ
ー
　
∇
ビ
タ
ミ
ン
出

＝
米
ぬ
か
、
と
う
も
ろ
こ
し
、
魚
、
レ

バ
ー
　
∇
ビ
タ
ミ
ン
靴
＝
牛
乳
　
レ
バ

ー
、
か
き
　
い
わ
し
　
∇
ビ
タ
ミ
ン
E

＝
米
、
麦
の
胚
芽
、
大
豆
、
と
う
も
ろ

こ
し
、
一
」
＋
ま

乳
、
か
ま
ぼ
こ
、
は
ん
ぺ
ん
、
ち
く
わ

と
う
当
　
か
れ
い
な
ど

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
多
い
食
品
＝
し
し

ゃ
も
、
わ
か
き
ざ
　
し
ら
す
ぼ
し
、
か

き
、
た
ら
こ
、
い
か
、
た
こ
　
え
び
、

う
な
ぎ
　
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
、
ヘ
ー
コ
ン
、

バ
タ
ー
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一一一一事”‾‾‾慨で町田完韻予想図F 

卿 �も �〃 児 農 本 �轟 児 �大 型 

内 �え ��き ま 継 か 
な �録 か ��家 ∧ 

全 �い �e 青 tI 地 �e 北 �料庭 
ゴ ��個 地 �怠ゴ 

嬉 � �区 �区 �脅ミ 

11 月 14 �プ空 ラカ �11 �11 月 �ノヾ　テ ツレ トビ 机冷 
ス／ チ’ ツ空 �月 

日 及 び 11 �クビ 製ン 品、 、ガ ゴラ �28 日 水 �14 日 �、蔵 い庫 す、 、家 白兵 語、 

ムス 等窄 陶 器 ��水 

月 �� � �再建 等具 
28 日 ����ふ 

類 ���と ん 

10月のし尿くみ取り予定表

くみ 取り日 �大型車くみ取り地区 �小型車くみ取り地区 

1（木） �西町、浅木の一部 �尾崎、若松、虫生津、 上別府（花園） 

2（金） �東町 �広漠 

5（月） �月2回くみ取り家庭 �月2回くみ取り家庭 

6（火） � � 

7（水） �虫生津、木守 � 

14（水） �若松 �別府、上別府（商家） 

5（木） � � 

16（金） �遠賀川 � 

17（土） � � 

19（月） �新町（中卒田） �鬼津 

0（火） �月2回くみ取り家庭 �月2回くみ取り家庭 

1（水） �別府 �別府、千代丸、鬼津（小鳥掛） 

2（木） � � 

4（土⊃ �尾崎、今古賀 � 

（月） �別府 � 

（火） �尾崎 � 

8（水） �浅木 �鬼津、松ノ木、若松、道営 

（木） �浅木 �老良、今古賀、島津 

0（金） �若葉台、堂塔寺、上別府、道管 �尾崎（箆l愈） 

精
神
薄
弱
者
適
所
授
産
施
設

来
年
四
月
。
み
ど
り
園
〟
が
芦
屋
町
に
開
園

－
入
園
申
込
み
は
1
1
月
5
0
日
ま
で
－

籍
簿
弱
者
の
適
所
授
産
施
設
み
ど
り
園

が
昭
和
0
0
年
1
月
に
開
園
す
る
こ
と
に
な
り

入
園
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

同
園
は
、
精
神
薄
弱
者
福
祉
法
に
基
づ
き

設
置
さ
れ
る
も
の
で
自
活
に
必
要
な
生
活
指

導
及
び
作
業
指
導
を
行
う
と
と
も
に
輪
業
を

与
え
て
自
活
す
る
こ
と
が
目
的
で
、
遠
賀
郡

四
町
と
串
間
が
建
設
資
金
を
出
し
、
福
祉
法

人
遠
賀
中
間
会
（
伊
藤
一
美
理
串
良
）
が
経

営
し
ま
す
。

▽
入
所
対
象
者
　
o
ュ
5
哉
以
上
の
猿
鎧
弱

者
で
通
園
可
能
な
人
・
団
体

生
活
の
で
き
る
人

▽
作
薬
科
目
　
陶
芸
、
ト
リ
オ
イ
テ
ー
プ
作

り
、
箱
折
り
等

▽
愛
　
用
保
護
者
の
所
得
額
に
応
じ
て
一

部
負
担
あ
り

▽
そ
の
他
　
作
業
に
よ
る
収
入
（
原
材
料
費

控
除
後
）
は
エ
寅
と
し
て
入
園

生
に
配
分
、
昼
食
は
給
食
あ
り

通
園
パ
ス
の
送
迎
あ
り

▽
申
込
締
切
　
n
月
5
0
日
（
金
）
ま
で

▽
申
込
先
　
遠
賀
町
役
場
福
祉
課
福
祉
係

＄
（
2
9
3
）
1
2
3
4

日
月
の
ゴ
ミ
収
集
予
定
表

身
体
障
害
者
福
祉
法
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

身
体
障
害
者
の
範
囲
が
十
月
一
日
か
ら
拡
大

さ
れ
、
「
そ
し
ゃ
く
檎
経
の
障
害
」
「
は
う
こ

う
・
宙
腸
の
機
能
の
障
害
」
が
、
新
た
に
追
加

さ
れ
ま
し
た
。
身
頓
着
手
帳
の
交
付
の
対
象
に

な
る
ほ
か
、
補
装
具
と
し
て
ス
ト
マ
用
装
具

（
哲
使
袋
、
蓄
尿
袋
）
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

▽
間
合
先
遠
賀
町
役
場
福
祉
課
福
祉
係
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11月上期の遠賀町主要行事

日南 ��行　事　内　容i時　間I実施錨 ��担当係名1日的及び主姻家等 ��詳　細 

1－・ 12／15 ��ィンフルエンザ予防総惇時計町内各醗 ��保健衛生係車以上雑者 ��4ページ 

li木 ��手話∴講習会①巨00～20：30 �占央公輔 i �社会教育係i嬰締込みは1。月31日まで ��前号 7ページ 

車 ��諜区公民怒運営委雲上00ー21中央公蛾 ��社会教育係巨区公民館関係者 ��3ページ 

Si月 ��定例区長会中一　犀会議望 ��企醜係i各区長 �� 

6 �火 �妊　婦　相　談）9：30　南保鰹 ��保健衛生係i妊産婦 ��5ページ 

81木 ��手話諒習会③巨00～20中央公職 ��社会教育係中生 �� 

車 �� �中央公民館 �社会教育係 �i �前号 6ページ 

1車 ��老人会度会巨00－i老人憩の家 ��福祉係i各地区老人クラブ会長 �� 

12）月 ��心■配∴ごと相談i13‥00－16：00匡別館 ��福祉係i諜諒職こ応じます �� 

131火 ��乳　児　相　談巨0－10車場保健室 ��髄衛生係匡後7－12棚 ��5ページ 

15 �木 �婦人学級①中一12中央公民館 ��社会教育係南雷込みは11月2日まで ��2ページ 
手話請習会⑧巨00～2叫中央公民館 ��社会教育係中生 �� 

国鉄OB新町SL公園で清掃奉仕

鉄道記念日を前に遠賀町在住の国鉄OBの皆さんが新町の国

道3号縁の下にある通称SL公園の清掃車仕をされました。

「SLは国鉄OBマンの青春の思い出です。子供達がこれに

乗り降りして安全に遊べるようにと思いまして始めました。公

園はきれいにしておきたいものです」と遠賀川の牧原顕蔵さん

は話されました。

公園は皆さんのおかげで2時間あまりですっかりきれいにな

りました。


